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３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習
（
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
輸
送
安
全
規
則
第
十
八
条
第
三
項
、
第
二
十
三
条

第
一
項
、
第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第

二
項
の
運
行
の
管
理
に
関
す
る
講
習
の
種
類
等
を
定

め
る
告
示
（
平
成
二
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四

百
五
十
五
号
）
の
第
二
条
第
二
号
に
掲
げ
る
一
般
講

習
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

安
全
規
則
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
お
ん
が
自
動
車
学
校

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
八
十
一
番
地

の
五

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習
及
び
一
般
講
習

四

安
全
規
則
第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
講
習

１

名
称

株
式
会
社
お
ん
が
自
動
車
学
校

２

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
八
十
一
番
地

の
五

３

講
習
の
種
類

基
礎
講
習

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｋ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
七
e

四
五

東

経

一
四
〇
e

〇
〇
e

五
二

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｌ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
七
e

四
九

東

経

一
四
〇
e

〇
〇
e

四
七

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｆ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
七
e

五
七

東

経

一
四
〇
e

〇
一
e

〇
七

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｈ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
七
e

四
九

東

経

一
四
〇
e

〇
一
e

〇
七

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｉ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
七
e

四
五

東

経

一
四
〇
e

〇
一
e

〇
一

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
八
十
五
号

航
路
標
識
の
一
時
撤
去
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
法
（
昭

和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

塩
`
貞
山
堀
航
路
第
三
号
灯
浮
標

位

置

所

在

地

宮
城
県
仙
台
塩
`
港
塩
`
区
（
塩
`

漁
港
東
防
波
堤
灯
台
の
南
南
西
方
約

一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
八
e

一
八
e

三
八

東

経

一
四
一
e

〇
二
e

三
二

撤
去
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日

記

事

一
時
変
更

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
八
十
七
号

航
路
標
識
の
廃
止
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

神
島
コ
ズ
カ
ミ
礁
照
射
灯

位

置

所

在

地

三
重
県
鳥
羽
市
神
島
町（
神
島
灯
台
）

北

緯

三
四
e

三
二
e

五
五

東

経

一
三
六
e

五
九
e

一
一

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
九
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
八
十
八
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

キ
ツ
キ
瀬
灯
標

位

置

所

在

地

戸
島
灯
台
（
熊
本
県
天
草
市
）
の
北

西
方
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
二
e

一
二
e

二
八

東

経

一
三
〇
e

〇
四
e

〇
三

変
更
し
た
事
項

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
六
・

九
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
九
・
一
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
九
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
八
十
九
号

航
路
標
識
の
廃
止
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｂ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
七
e

五
七

東

経

一
四
〇
e

〇
〇
e

四
七

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｃ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
八
e

〇
一

東

経

一
四
〇
e

〇
〇
e

五
二

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

名

称

千
葉
港
幕
張
沖
第
一
埋
戻
し
区
域
Ｅ

灯
浮
標

位

置

所

在

地

千
葉
県
千
葉
港
千
葉
区
（
千
葉
灯
標

の
北
北
西
方
約
七
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五
e

三
八
e

〇
一

東

経

一
四
〇
e

〇
一
e

〇
一

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
二
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
八
十
六
号

航
路
標
識
の
名
称
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
六
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

海
上
保
安
庁
長
官

北
村

隆
志

名

称

塩
`
貞
山
堀
航
路
第
一
号
灯
浮
標

位

置

所

在

地

宮
城
県
仙
台
塩
`
港
塩
`
区
（
地
蔵

島
灯
台
の
西
南
西
方
約
二
・
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）

北

緯

三
八
e

一
九
e

〇
六

東

経

一
四
一
e

〇
二
e

五
一

変
更
し
た
事
項

名

称

塩
`
貞
山
堀
航
路
灯
浮
標

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号
緑
光

毎
八
秒
に
Ａ

（
・
e

）

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日

名

称

八
戸
港
河
原
木
南
防
波
堤
東
灯
台

位

置

所

在

地

青
森
県
八
戸
港
第
二
区
（
河
原
木
南

防
波
堤
東
端
）

北

緯

四
〇
e

三
二
e

一
一

東

経

一
四
一
e

三
二
e

〇
〇

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
一
一

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火

ま
で
一
四
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日

名

称

色
宮
港
宮
ノ
下
北
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

大
分
県
佐
伯
市
（
色
宮
港
宮
ノ
下
北

防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
二
e

五
三
e

三
七

東

経

一
三
一
e

五
九
e

一
三

変
更
し
た
事
項

光

度

三
八
カ
ン
デ
ラ

光

達

距

離

四
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

六
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯

火
ま
で
八
・
〇
メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
十
一
月
八
日

�


		2012-12-18T14:53:11+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




